
05a：新規圧迫創傷（褥瘡）発生率
分母 調査期間初日（0時時点）の入院患者数+調査期間に新たに入院した患者数

分子 d2以上の褥瘡の院内新規発生患者数

備考

概要

褥瘡（床ずれ）は予防的ケアで防止することが重要です。ひとたび褥瘡が発生すると治り
にくく、在院日数の延長や患者への苦痛を伴うことが多いため、患者への大きな負担とな
ります。褥瘡が発生する危険因子を把握し、予防対策を行うことが重要で、本指標はその
質を評価をする指標となります。

施設コード 調査開始日 調査終了日 分母数 分子数 割合

210111438 20230401 20240331 22,124 52 0.24%

210111438 20240401 20250331 21,126 59 0.28%

210111438 20250401 20260331 20,962 59 0.28%

210111438 20260401 20270331 #DIV/0!

210111438 20270401 20280331 #DIV/0!

210111438 20280401 20290331 #DIV/0!

210111438 20290401 20300331 #DIV/0!

210111438 20300401 20310331 #DIV/0!

210111438 20310401 20320331 #DIV/0!

210111438 20320401 20330331 #DIV/0!

210111438 20330401 20340331 #DIV/0!

210111438 20340401 20350331 #DIV/0!
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